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1. は じ め に

以前東大の村上研究室に所属しており，現在

StanfordのWandell Lab.で研究を行っている竹

村と申します．今回は，私が現在所属している

Stanfordでの研究生活のことについて，4回に

わたって連載をさせていただくことになりまし

た．お役に立つかはわかりませんが，今までの

出来事を振り返って，まとめていきたいと思い

ます．今回は生活環境などに関することについ

て執筆させていただこうと思います．

2. 生活の立ち上げ

私の現在所属しているスタンフォード大学

は，米国カリフォルニア州のいわゆる「シリコ

ンバレー」と呼ばれる一帯に位置しています．

サンフランシスコの中心部からは車でおおよそ

40分から1時間といった距離になります．サン

フランシスコや，バークレーなどを含めたこの

一帯は “Bay Area” と呼ばれ，大変生活環境の

良いエリアとして知られています．夏は東京よ

り涼しく，湿気が少なく，冬は東京より少し暖

かいです．雨は冬期を除き，めったに降ること

がありません．

このような大変気候に恵まれた土地ですが，

スタンフォードに着いてから最初の2ヵ月から

3ヵ月ぐらいの間は，生活の立ち上げがなかな

か上手くいかず，苦労した思い出があります．

日本を出る際に，慈恵医大の増田先生より「生

活の立ち上げには3ヵ月はかかると見た方がい

い」と言うアドバイスをいただきましたが，こ

の3ヵ月という生活の立ち上げ期間は，どんな

に努力をしたとしても縮めるのはなかなか難し

いと思います．

まず，Bay Areaでは住宅を見つけるのがと

ても大変でした．このエリアは大変家賃が高

く，Studioと呼ばれる一人暮らし用の物件で

も，月に1,200ドル程度が相場です．ポスドク

や学生の限られた経済力で，良い物件を見つけ

るのは大変です．私の場合，最初はなかなか良

い物件が見つからず，モーテルやサブレット

（短期に部屋を間借りすること）を転々としま

した．渡航して2ヵ月後に現在の物件（月$815
という破格の家賃）に移ることができ，ようや

く落ち着いて生活することができました．

家が定まると次は車です．Bay Areaは，サ

ンフランシスコの都心を除けば，公共交通機関

があまり発達しておらず，車がないと生活は大

変厳しいです．車のない間は，買い物に行けな

いため満足に自炊もできず，パーティーなどに

も参加できないため，社会的に孤立しやすくな

ります．カリフォルニア州は，法的には国際免

許証で長期間運転してはならないことになって

おり，現地で免許を取り直す必要があります．

運転免許試験を管理しているのは，Department 
of Motor Vehicles，通称DMVと呼ばれる組織

です．実技試験を受けるには予約が必要なので

すが，まずインターネット予約システムが正常

に作動しません．次に電話での予約ですが，自

動音声の案内が出てきて，ネイティブの英語で

ない限り全く認識してくれません．ノンネイティ

ブにはかなり厳しいシステムです．同僚のイス

ラエルから来ているポスドクに相談すると，

「認識できない言葉を何回も繰り返すと，勝手

にオペレーターにつながる」と言うので，日本

語でわめいてみたら，自動音声認識システムが
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諦めたのか，人間のオペレーターにつながり，

予約することができました．

さて肝心の実技試験ですが，1回目は落ちて

しまい，2回目で何とか晴れて免許を得ること

ができました．結構苦労したのですが，この過

程で周りの人達と仲良くなることができまし

た．運転免許試験は，全員が通る道で，そして

全員がDMVに対して何かしら言いたいことが

ある，ということで，実は飲み会の定番ネタの

一つにもなり得ます．一度6人ぐらいでビール

を飲んでいた時にDMVの話になったのです

が，理不尽な不合格エピソードが次々と披露さ

れてなかなか盛り上がった記憶があります．最

初の頃は，共通の話題を見つけるのに苦労した

のですが，生活の立ち上げ一つ一つを乗り越え

て行く過程でいろいろなことを経験して，共通

の話題が増え，いろいろな人と仲良くできるよ

うになったと思います．

3. 車が手に入ると

住居が定まり，車が手に入ると，Bay Area
の生活は非常に快適なものになります．まず，

各地にあるスーパーマーケットやレストランな

どにアクセスできるようになります．Stanford
から車で行ける範囲では，日系のスーパーマー

ケットは4件あり，日本のものを手に入れるに

は困りません．味噌が30種類ぐらい用意され

ており，最初に行ったときは感動しました．ま

たこちらはFarmer’s Marketといって，有機栽

培をしている農家が野菜や果物を直売するイベ

ントがたびたび開かれます．これらの農産物は

品質も良いですし，生産者と直接雑談をしなが

ら買い物をするのもなかなか楽しいです．

日本と比べると割高ではありますが，外食も

良いと思います．移民が多いためか，各国料理

のレストランがあり，日本のラーメン，ベトナ

ムのフォー，インドのカレー，ミャンマーのお

茶の葉サラダ，中東のフムース（ひよこ豆を

ペースト状にした料理），スペインのパエリヤ

など，ありとあらゆる料理を楽しむことができ

ます．最近は，同じDepartment of Psychology

にいるイタリア，シンガポール，カナダなどか

ら来ている友達とレストラン巡りをしていま

す．

スポーツをする環境も良く，ジョギングには

非常に良いコースがたくさんあります．そのほ

か，サイクリングやサーフィンなどのマリンス

ポーツにも絶好のスポットがたくさんあるよう

です．私は日本でやっていた卓球を続けていま

すが，アジア系の住人が多いためか，思いのほ

か競技者は多いです．

一ヵ月に一度の楽しみは，慈恵眼科の堀口先

生に教えていただいた，Phil’s Fish Marketとい

うレストランに行くことです．ここはStanford
からだと車で 1時間半程度かかるのですが，

チョッピーノ（Cioppino；写真）というこの

地域特有の料理で評判です．チョッピーノと

は，オリーブオイルでいためたシーフード（イ

カ，エビ，ムール貝，ホタテ，白身魚など）を，

タマネギと一緒にトマトベースのスープで煮込

んだ料理で，これは大変に美味しいです．チョッ

ピーノでおなかを満たした後は，Santa Cruzと
いうビーチが美しい街までドライブして，埠頭

でアザラシの親子を観察し，その後ビーチで

ビーチバレーやフリスビーなどをして遊びま

す．Santa Cruzは時間がゆっくり流れている場

所で，研究で疲れた体をリラックスさせるには

とても良い場所です．

また，毎日晴れているので，バーベキューが

行われることが多いです．この間は，ラボの院

写真　Bay Area特有の料理，チョッピーノ．イタリ

ア系移民がはじめた料理といわれ，この地域以外で

はほとんど見られません．
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生の企画で，豚の丸焼きパーティーが行われま

した．ブロック塀をつみあげ，ブロック塀で囲

んだスペースで火をおこします．その上に網で

はさまれた豚を置き，何時間もかけて焼きま

す．StanfordのPsychologyはみないい人たち

ばかりで，カリフォルニア名物の Indian Pale 
Aleというビールを片手に，談義に花が咲きま

す．最初のうちは苦労したものですが，今は現

地の生活に馴染み，友達も増え，研究に打ち込

める毎日が続いています．

謝 辞 初項にコメントいただいた澤山正貴

さんに感謝します．
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